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人生９０年時代の到来
１：寿命中位の推計（男性
87.8歳（＋4）、女性93.9歳
（＋4.1）
２：90歳生存率：男性
40.9％、女性の66.7％）
３：長い老後と認知機能の
低下リスク
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Financial Wellbeing
• １：生涯にわたって安心し
て経済活動ができ、人生を
楽しむことができるように
する。

• ２：英国のFinancial 
Wellbeingに向けての国家
戦略

• ３：マネーアンドペンショ
ンサービス（MaPS)

• 出典：
https://moneyandpensionsservice.org.uk/wp-
content/uploads/2020/01/UK-Strategy-for-Financial-
Wellbeing-2020-2030-Money-and-Pensions-Service.pdf
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生涯にわたる家計管理・資産活用への支援
政府によるサポート

• １：金融面での健康な
国家：個人、コミュニ
ティ、企業、経済

• ２：資産と年金を使い
こなす。

• 公的年金と私的年金の
計画的な準備
（Pension Wise）

• ３：５つの目標



Financial Wellbeing
金融庁市場ワーキンググループ資料

ナッジ ブースト
デキュムレーションアキュムレーション
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加齢と認知機能の関係
１：正常加齢による認知機能の低下
→腹側線条体の「注意刺激」
または「情報処理」の要求が高い場合に発
生する。（神経経済学）
→複雑な資産運用に課題
２：認知症、特にその多数を占めるアルツ
ハイマー病に関連する認知機能の問題→記
憶の符号化、統合化および検索に関連する
内側側頭葉領域における問題発生とされる
（Hedden and Gabrieli［2005］および
Buckner［2004］参照）。
→日々の資産管理に課題

神経経済学からのアプローチ
（駒村（2021）より）



相続税対策 資産承継 不動産資産の処分

医療・介護費の確保 有料老人ホーム費用の確保

住宅改装費の確保 退職後資産運用取り崩し計画

子どもの結婚・学費・教育費の確保

NISA・イデコの加入 生命保険・損害保険加入

請求書の支払い 銀行口座等、日々
の収支の管理

複雑化・不確実化 加齢による
認知機能の低下

資産管理・運用を巡る年齢の不都合な真実（不都合な逆台形）
年齢とともに、複雑・不確実な対応（そして金額）が増えるが、認知機能は逆に低下する

7出典：駒村編著（近刊）『エッセンシャル金融ジェロントロジー（第2版）』
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寿命の伸長と公的年金の新しい役割分担
1. 現在：寿命80-85歳時代：「労働→公的年金＋資産運用・取り崩し」（「上乗せ型」）
2. 将来（案1）：就労期間の長期化→部分就労＋部分年金→繰り下げ公的年金＋資産運用・取り崩し「ミックス型」）
3. 将来（案2）：65-75歳を就労と個人金融資産の取り崩しでしのぎ、75歳以降は繰り下げ年金で生活する（75歳以降の長寿リスクを公的年
金が引き受ける。「運用寿命と寿命のギャップ」を伴う完全「継投型」）

【現在上乗せ型】 【案1 ミックス型】 【案2 継投型】


